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22年度エネルギー決算の明暗 ガス好調も電力は総崩れの様相
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私どもとしては、（河野太郎消費者相が指摘したような）高コスト
体質ではなく、非常に廉価に（電気を）販売していると考えている

池辺和弘（電気事業連合会会長）  定例会見で記者からの質問に答え（5月19日）
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